
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のデータ形式で配信される放送番組を受信して記録媒体に記録あるいは他の装置に
出力する受信装置であって、
　前記複数の番組が多重化された前記第１のデータ形式の放送番組の中から、所望の番組
に対応する圧縮映像音声データを分離する分離化手段と、
　前記分離化手段によって分離された圧縮映像音声データを復号して映像音声情報に伸長
するデータ伸長手段と、
　前記データ伸長手段により伸長した映像音声情報を内蔵あるいは外部の表示装置に出力
する出画手段と、
　前記記録媒体あるいは前記他の装置の種類を判定する判定手段と、
　前記判定手段によって前記記録媒体あるいは前記他の装置が前記第１のデータ形式を扱
うと判定された場合に、前記分離化手段によって分離した前記第１のデータ形式の圧縮映
像音声データを、そのままあるいは特定のヘッダを付加し、前記記録媒体あるいは前記他
の装置に出力する第１のデータ形式用のインターフェース手段と、
　前記判定手段によって前記記録媒体あるいは前記他の装置が前記第１のデータ形式とは
異なる第２のデータ形式を扱うと判定された場合に、前記分離化手段によって分離した前
記第１のデータ形式の放送番組を、前記第２のデータ形式に編集して、前記記録媒体ある
いは前記他の装置に出力する第２のデータ形式用のインターフェース手段と、
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を備えたことを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の受信装置において、
　前記判定手段は、前記記録媒体あるいは前記他の装置が扱うことができるデータ形式を
取得する手段を備えたことを特徴とする受信装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の受信装置において、
　前記第２のデータ形式用のインターフェース手段は、前記記録媒体あるいは前記他の装
置から入力された前記第２のデータ形式の圧縮映像音声データを、第１のデータ形式に編
集し、
　前記データ伸長手段は、受信した前記第１のデータ形式の放送番組、または前記記録媒
体あるいは前記他の装置から入力された前記第１のデータ形式の圧縮映像音声データ、ま
たは前記第２のデータ形式用のインターフェース手段によって編集された前記第１のデー
タ形式の圧縮映像音声データを復号して映像音声情報に伸長し、
　前記第１のデータ形式の圧縮映像音声データまたは前記第２の形式の圧縮音声データの
再生は、前記データ伸長手段と前記出画手段を共用して行うように構成した
ことを特徴とする受信装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の受信装置において、
　前記第１のデータ形式はＭＰＥＧ２トランスポートストリーム（ＭＰＥＧ２－ＴＳ）形
式であり、前記第２のデータ形式はＭＰＥＧ２プログラムストリーム（ＭＰＥＧ２－ＰＳ
）形式であることを特徴とする受信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、受信装 係り、特に例えば、デジタル放送サービスにより配信される映画
や各種番組の映像音声情報を受信し、記録し、再生する技術に関し、さらに詳しくは、Ｍ
ＰＥＧ２（ Moving Picture Experts Group Phase2 ）などの圧縮映像音声データ形式で配
信された映像音声情報を受信し、この情報映像音声を再生、あるいは記録・再生する技術
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、映像音声圧縮技術の適用は、通信回線を用いて映像音声信号を伝送する通信分野か
ら、オーディオやビデオのデジタル化を指向する家電・コンピュータ分野のＣＤ－ＲＯＭ
やＤＶＤといったデジタル蓄積メディアへと、広範囲に及んでいる。
【０００３】
特に、高能率映像音声圧縮技術であるＭＰＥＧ２の標準化を背景に、通信分野では、この
ＭＰＥＧ２と通信衛星を組み合わせた新しいデジタル放送サービスが、米国では既に開始
されており、日本でも近くサービスが開始される。
【０００４】
また、家電・コンピュータ分野では、カラオケ，映画などを圧縮したＭＰＥＧ２データを
記録する蓄積メディア（例えば、ＣＤ－ＲＯＭ，ＤＶＤなど）やそれを再生するためのプ
レーヤーや周辺機器、上記のデジタル放送サービスの受信機、および番組を録画するデジ
タルＶＴＲなどの研究開発が進められている。
【０００５】
ＭＰＥＧ２の規格では、マルチプログラム対応の多重・分離方式であるＭＰＥＧ２－ＴＳ
（ Transport Stream）形式と、１つのプログラム（映画，番組など）を基本的なパケット
に多重化して時分割伝送するＭＰＥＧ２－ＰＳ（ Program Stream）形式の２種類がある。
【０００６】
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ＭＰＥＧ２－ＴＳは、主に複数の番組を配信する放送システムやＡＴＭ（ Asynchronous T
ransfer Mode）で利用し、また、その受信機やデジタルＶＴＲのシステムでも利用する。
一方、ＭＰＥＧ２－ＰＳは、主に１つの映画やプログラムをＤＶＤ－ＲＯＭなどの蓄積メ
ディアに記録・再生するシステムで利用される。
【０００７】
現在は、ＭＰＥＧ２－ＴＳ形式で配信される放送番組を受信する受信機や、番組を録画お
よび再生するデジタルＶＴＲなどの専用機器や、ＭＰＥＧ２－ＰＳ形式で映画などを記録
したメディアを再生するプレーヤーの開発が進められている。
【０００８】
ここで、前述のデジタル放送サービスにより受信したＭＰＥＧ２－ＴＳ形式の放送番組を
再生および記録するために、受信機にＭＰＥＧ２－ＴＳ対応の復号手段（デコーダ）を備
え、該デコーダを介してテレビなどの再生装置に出力する再生方法と、受信機にデジタル
ＶＴＲを接続して、放送番組をデジタルＶＴＲへ出力する記録方法が一般的に考案されて
いる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、従来は、ＭＰＥＧ２－ＴＳ形式やＭＰＥＧ２－ＰＳ形式という異なったストリ
ーム形式で圧縮された映像音声情報を再生するためには、それぞれの圧縮規格に対応した
デコーダを備えた専用のプレーヤーが必要であった。そのため、それぞれのメディアを再
生するには、専用プレーヤーを個々に揃える必要があり、システムとしての汎用性に欠け
るという問題が生じた。
【００１０】
また、前述のデジタル放送サービスにより配信される放送番組を記録・再生するシステム
は、受信機やデジタルＶＴＲなどＭＰＥＧ２－ＴＳ形式に対応した製品のみが開発され、
ＤＶＤなどの蓄積メディアを用いたＭＰＥＧ２－ＰＳ形式に対応した製品はいまだ見当た
らない。
【００１１】
本発明は上記の点に鑑みなされたもので、その目的とするところは、デジタル放送サービ
スにより配信される放送番組を圧縮形式に対応して記録装置へ出力でき、また、記録した
放送番組を再生することのできる、汎用性のある を提供することにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　前記した目的を達成するため、本願による代表的な１つの発明では、
　第１のデータ形式で配信される放送番組を受信して記録媒体に記録あるいは他の装置に
出力する受信装置であって、前記複数の番組が多重化された前記第１のデータ形式の放送
番組の中から、所望の番組に対応する圧縮映像音声データを分離する分離化手段と、前記
分離化手段によって分離された圧縮映像音声データを復号して映像音声情報に伸長するデ
ータ伸長手段と、前記データ伸長手段により伸長した映像音声情報を内蔵あるいは外部の
表示装置に出力する出画手段と、前記記録媒体あるいは前記他の装置の種類を判定する判
定手段と、前記判定手段によって前記記録媒体あるいは前記他の装置が前記第１のデータ
形式を扱うと判定された場合に、前記分離化手段によって分離した前記第１のデータ形式
の圧縮映像音声データを、そのままあるいは特定のヘッダを付加し、前記記録媒体あるい
は前記他の装置に出力する第１のデータ形式用のインターフェース手段と、前記判定手段
によって前記記録媒体あるいは前記他の装置が前記第１のデータ形式とは異なる第２のデ
ータ形式を扱うと判定された場合に、前記分離化手段によって分離した前記第１のデータ
形式の放送番組を、前記第２のデータ形式に編集して、前記記録媒体あるいは前記他の装
置に出力する第２のデータ形式用のインターフェース手段と、

を備えた構成をとる。
【００１６】
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【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を、図面を用いて説明する。
図１は、本発明の第１実施形態に係るデジタル放送受信システムの構成図である。図１に
おいて、１００はデジタル放送受信システム、１０は再生装置、２０はＭＰＥＧ２－ＴＳ
形式に準拠したデータを扱う装置、３０はＭＰＥＧ２－ＴＳ以外の形式に準拠したデータ
を扱う装置である。
【００１７】
また、本実施形態においては、デジタル放送受信システム１００は、番組受信部１０１と
、分離化部１０２と、圧縮映像音声データ伸長部１０３と、映像出力部１０４と、音声出
力部１０５と、双方向通信部１０６と、操作入力部１０７と、制御部１０８と、番組ガイ
ド発生部１０９と、出力形式判定部１１０と、ＭＰＥＧ２－ＴＳ形式編集部１１１と、Ｍ
ＰＥＧ２－ＴＳ以外の形式編集部１１２とを、具備したものとして構成される。
【００１８】
番組受信部１０１は、番組が伝送される複数のチャンネルから、所望のチャンネルを選局
し、デジタル変調された番組を復調する。分離化部１０２は、伝送される多重度Ｎ（Ｎは
１以上の整数）のＭＰＥＧ２－ＴＳから、所望の番組に対応する圧縮映像データ，圧縮音
声データを分離する。圧縮映像音声データ伸長部１０３は、分離された圧縮映像データ，
圧縮音声データを復号し、元の映像音声信号に伸長する。
【００１９】
映像出力部１０４は、圧縮映像音声データ伸長部１０３で伸長した映像データを、再生装
置１０（例えば、ビデオモニタ，テレビなど）のインタフェースに適した信号に変換して
、出力する。音声出力部１０５は、圧縮映像音声データ伸長部１０３で伸長した音声デー
タを、再生装置１０（例えば、スピーカー，テレビなど）のインタフェースに適した信号
に変換して、出力する。
【００２０】
双方向通信部１０６は、番組の配信元との間で、番組リクエスト指令や番組選択情報など
を双方向に伝送する。操作入力部１０７は、視聴者が番組選択などの指令を入力する部分
である。制御部１０８は、本システム１００における各部の動作を統括的に制御する。番
組ガイド発生部１０９は、配信される番組一覧を番組選択メニューとして、再生装置１０
を介して視聴者に提供する。
【００２１】
出力形式判定部１１０は、本システム１００に接続された記録装置やパソコンなどに対し
て、受信した番組の圧縮映像音声データをどのような形式で出力するかを判定する。
【００２２】
ＭＰＥＧ２－ＴＳ形式編集部１１１は、出力先がデジタルＶＴＲなどＭＰＥＧ２－ＴＳ形
式に準拠したデータを扱う装置２０に対して、番組のＭＰＥＧ２－ＴＳ形式の圧縮映像音
声データをそのまま、あるいはジッタや伝送誤りなどを考慮して該データに特定のヘッダ
などを添付して送信する。
【００２３】
ＭＰＥＧ２－ＴＳ以外の形式編集部１１２は、出力先がＭＰＥＧ２－ＴＳ以外の形式に準
拠したデータを扱う装置３０（例えば、ＤＶＤ－ＲＡＭ，ＭＯなどＭＰＥＧ２－ＰＳ形式
のメディアを扱うパソコン等）に対して、番組のＭＰＥＧ２－ＴＳ形式の圧縮映像音声デ
ータを、この装置３０で扱う形式に編集して送信する。
【００２４】
本実施形態の特徴は、本システム１００内に、出力形式判定部１１０と、ＭＰＥＧ２－Ｔ
Ｓ形式編集部１１１と、ＭＰＥＧ２－ＴＳ以外の形式編集部１１２とを設けることにより
、受信番組のＭＰＥＧ２－ＴＳ形式の圧縮映像音声データを、異なった形式を扱う装置（
例えば、パソコンなどの装置）でも汎用的に扱うことができるようにした点にある。
【００２５】
次に、図２を用いて、デジタル放送サービスで利用されるＭＰＥＧ２－ＴＳ形式のデータ
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構成について説明する。
【００２６】
ＭＰＥＧ２－ＴＳ２００は、１つ以上の１８８バイト固定長のＴＳパケット２１０で構成
され、１つのＭＰＥＧ２－ＴＳ２００が通信衛星の１つのトランスポンダ（例えば、チャ
ンネル６１）で伝送される。
【００２７】
ＴＳパケット２１０は、４バイト固定長のＴＳヘッダ２２０と、データ領域２３０とから
構成される。ＴＳヘッダ２２０には、パケットの先頭を示す同期バイト２２１や、パケッ
ト識別子ＰＩＤ（ Packet Identifier ）２２２などの情報が記載されている。データ領域
２３０には、表２４０に示す各種データがそれぞれＴＳパケット単位で格納される。
【００２８】
表２４０は、ここでは１例として、１チャンネル当たり２つの番組を時分割多重して放送
する場合に、ＭＰＥＧ２－ＴＳとして伝送する各種データを示したものである。
【００２９】
表２４０中の番組データは、時分割多重して放送する各番組の映像音声データであり、具
体的には、各番組に対応したＭＰＥＧ２映像データ，ＭＰＥＧ２音声データである。ＰＳ
Ｉ（ Program Specific Information）データは、本システム１００で番組選択を容易に行
うための情報であり、具体的にはＰＡＴ（ Program Association Table），各番組に対応
したＰＭＴ（ Program Map Table ），ＮＩＴ（ Network Information Table ）などである
。これらの番組データとＰＳＩデータには、表２４０に示すようにそれぞれ固有のＰＩＤ
が割り当てられ、ＴＳパケット２１０単位で時分割多重される。そのため、ＴＳパケット
２１０のＰＩＤによって、該ＴＳパケット２１０のデータ領域に格納されているデータ種
別を識別できるようになっている。
【００３０】
次に、本実施形態の番組再生時の動作について説明する。
視聴者は、制御部１０８の指令に基づき番組ガイド発生部１０９から出力され、映像出力
部１０４を介して再生装置１０に表示される番組選択メニューから、所望の番組（例えば
、表２４０の番組１）を選択し、リモコンなどの操作入力部１０７によって所望の番組に
対応する番号を入力する。そして、制御部１０８により、選択・指定された番号に対する
番組リクエスト指令を、双方向通信部１０６を介して番組の配信元に送信する。
【００３１】
そして、これによって番組の配信元から送信されるＴＳパケット２１０内のＰＩＤを参照
し、ＰＩＤ＝「０」のＴＳパケット２１０だけを分離し、本システム１００が選局してい
るチャンネルの前記ＰＡＴを受信する。このＰＡＴにおいて、視聴者が入力した前述の番
組番号（１）に対応する前記ＰＭＴのＰＩＤ（表２４０では「１１」）を取得する。
【００３２】
次に、各ＴＳパケット２１０内のＰＩＤを参照し、ＰＩＤ＝「１１」のＴＳパケット２１
０だけを分離し、この番組番号（１）に対応するＰＭＴを受信し、番組番号（１）に対応
するＭＰＥＧ２映像データ（表２４０のＰＩＤ＝「１３」）、およびＭＰＥＧ２音声デー
タ（表２４０のＰＩＤ＝「１４」）を取得する。
【００３３】
そして、分離化部１０２においてこれらＰＩＤに基づき、視聴者の所望の番組に対応する
ＭＰＥＧ２映像データ，ＭＰＥＧ２音声データの各ＴＳパケット２１０を分離し、圧縮映
像音声データ伸長部１０３で該データを復号して、元の映像音声信号に伸長し、映像出力
部１０４および音声出力部１０５を介して再生装置１０で再生する。
【００３４】
次に、上述の手順で受信した番組を、本システム１００に接続した装置２０あるいは装置
３０などに出力する方法について述べる。
【００３５】
まず、本システム１００から出力する場合に扱うデータ形式について、以下に説明する。
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【００３６】
最初に、図３を用いて、ＭＰＥＧ２－ＴＳ以外の形式でＭＰＥＧ２規格の１つであるＭＰ
ＥＧ２－ＰＳのデータ構成について説明する。
【００３７】
ＭＰＥＧ２－ＰＳ３００は、１つ以上のパック３１０と、終了コード３２０とから構成さ
れる。パック３１０は、ＭＯやＤＶＤ－ＲＡＭなどのメディアに記録されたデータをセク
タ単位で管理する単位となるものである。終了コード３２０は、ストリームの終了を示す
データである。
【００３８】
パック３１０は、パックヘッダ３３０と、システムヘッダ３４０と、ＰＥＳパケット３５
０とから構成される。
【００３９】
パック・ヘッダ３３０は、パックの先頭を示す開始コード３３１と、パックがＭＰＥＧ１
形式（値００）かＭＰＥＧ２－ＰＳ（値０１）かの識別のために用いるＩＤ３３２と、時
刻基準となる同期信号をセット・校正するための情報であるＳＣＲ（ System Clock Refer
ence；システム時刻基準参照値）３３３と、パケット単位で多重化した圧縮映像データや
圧縮音声データのビットレートを表す情報である多重化レート３３４との、４つの情報を
含むデータから構成される（ＤＶＤの場合は１４バイト）。
【００４０】
システムヘッダ３４０は、ストリーム全体の概要を記述（音声チャネル数や映像チャネル
数などのパラメータ情報）したもので、最初のパック３１０に付加する。２番目以降のパ
ック３１０ではオプションとする。
【００４１】
ＰＥＳパケット３５０（ＤＶＤの場合は２０３４バイト）は、開始コード３５２と、スト
リームＩＤ３５３と、パケット長３５４と、再生出力の時間情報３５５とを、含んで構成
されるパケット・ヘッダ３５１、および、パケット・データ３５６から構成される。
【００４２】
開始コード３５２は、ＰＥＳパケット３５０の先頭を示すものである。ストリームＩＤ３
５３は、ＰＥＳパケット内のデータが音声データであるか映像データであるか、あるいは
特定のメッセージやコマンドであるかなどを識別するものである。パケット長３５４は、
このフィールドに続くパケット・データ３５６のデータ長を示すものである。再生出力の
時間情報３５５は、このフィールドに続くパケット・データ３５６を再生する際に利用す
るＰＴＳ（ Presentation Time Stamp ；再生出力の時刻管理情報）やＤＴＳ（ Decoding T
ime Stamp ；復号の時刻管理情報）といった時刻情報である。パケット・データ３５６は
、圧縮音声情報や圧縮映像情報の実データである。
【００４３】
次に、図４を用いて、ＭＰＥＧ２－ＴＳ規格およびＭＰＥＧ２－ＰＳ規格に準拠しない場
合の、本システム１００で扱うデータ構成の１例について説明する。
【００４４】
まず、前述の視聴者が選択した番組の各ＴＳパケット２１０に、特定のヘッダ４００を添
付して、１パケット４１０として扱う。そして、ＭＯやＤＶＤ－ＲＡＭなどのメディアが
扱うセクタ単位と同様のサイズになるように、パケット４１０を１つ以上まとめて１パッ
ク４２０とする。ヘッダ４００には、少なくとも、パケットの先頭を示す同期バイト４０
１と、ＭＰＥＧ２－ＴＳ規格およびＭＰＥＧ２－ＰＳ規格に準拠しないデータ形式である
ことを示す唯一の識別子のデータＩＤ４０２とを含んだ構成となる。
【００４５】
次に、図５を用いて、出力形式判定部１１０で管理するデータ形式情報テーブル５００に
ついて説明する。
【００４６】
データ形式情報テーブル５００は、少なくとも、出力形式５０１と、出力先５０２とを含
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んで構成される。出力形式５０１は、図２に示すＭＰＥＧ２－ＴＳ形式、図３に示すＭＰ
ＥＧ２－ＰＳ形式、図４に示すデータ形式などを示す。出力先５０２は、本システム１０
０に接続する装置２０，３０などの種類とそれが扱う記録媒体を示す（例えば、デジタル
ＶＴＲと磁気テープ、パソコンとＤＶＤなど）。これらの情報は、あらかじめ本システム
１００が備えている場合や、接続された機器２０，３０から取得する場合や、ユーザに直
接指定してもらう場合などが考えられる。
【００４７】
以上を踏まえ、受信番組を本システム１００に接続した記録装置２０，３０などに出力す
る手順について述べる。
【００４８】
まず、出力形式判定部１１０でデータ形式情報テーブル５００を参照し、出力先のデータ
形式を決定する。
【００４９】
そして、出力先がＭＰＥＧ２－ＴＳ形式を扱うものであれば、分離化部１０２で分離した
視聴者の所望の番組に対応するＭＰＥＧ２映像データ，ＭＰＥＧ２音声データの各ＴＳパ
ケット２１０を、ＭＰＥＧ２－ＴＳ形式編集部１１１から出力する。
【００５０】
また、出力先がＭＰＥＧ２－ＴＳ形式以外を扱うものであれば、ＭＰＥＧ２－ＴＳ以外の
形式編集部１１２で、ＴＳパケット２１０を、ＭＰＥＧ２－ＰＳ形式３００やそれ以外の
データ構成４１０に編集して出力する。これにより、扱うデータ形式の異なる既存の装置
２０，３０を用いて、受信番組を記録することが可能となる。
【００５１】
次に、本発明の第２実施形態を説明する。図６は、本発明の第２実施形態に係るデジタル
放送受信システム６００の構成図である。
【００５２】
本実施形態のシステム６００は、前記実施形態のシステム１００と同様の、番組受信部１
０１と、分離化部１０２と、圧縮映像音声データ伸長部１０３と、映像出力部１０４と、
音声出力部１０５と、双方向通信部１０６と、操作入力部１０７と、制御部１０８と、番
組ガイド発生部１０９とに加えて、入力形式判定部６１０と、ＭＰＥＧ２－ＴＳ形式編集
部６２０と、ＭＰＥＧ２－ＴＳ以外の形式編集部６３０とを具備して構成される。なお、
装置２０，３０は先と同様のものである。
【００５３】
入力形式判定部６１０は、本システム６００に接続された前記装置２０，３０から入力さ
れるデータ形式を判定する。
【００５４】
ＭＰＥＧ２－ＴＳ形式編集部６２０は、入力形式判定部６１０において、入力されるデー
タがＭＰＥＧ２－ＴＳ形式と判定した場合に、該入力データを分離化部１０２に出力する
。
【００５５】
ＭＰＥＧ２－ＴＳ以外の形式編集部６３０は、入力形式判定部６１０において、入力され
るデータがＭＰＥＧ２－ＴＳ形式以外と判定した場合に、該入力データを分離化部１０２
で扱える形式に変換した後、分離化部１０２に出力する。
【００５６】
本システム６００では、入力形式判定部６１０と、ＭＰＥＧ２－ＴＳ形式編集部６２０と
、ＭＰＥＧ２－ＴＳ以外の形式編集部６３０とを備えることにより、扱うデータ形式の異
なる既存の装置２０，３０の記録媒体から読み出したデータを、再生することが可能とな
る。
【００５７】
ここで、上述した図１の第１実施形態のシステム１００、および図６の第２実施形態のシ
ステム６００は、再生装置１０を含んだ形態でもよく、また、記録部を設けて、直接記録
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媒体にデータを記録する形態でもよい。さらに、読み出し部を設けて、直接記録媒体から
データを読み出し、再生する形態でもよい。また、ＭＰＥＧ２－ＴＳ以外の形式編集部１
１２，６２０のみを設けた形態でも良い。
【００５８】
また、図７に示す本発明の第３実施形態のように、前記システム１００の機能と前記シス
テム６００の機能とを１つにしたデジタル放送受信システム７００としてもよい。この場
合、ＭＰＥＧ２－ＴＳ形式編集部１１１と６２０、ＭＰＥＧ２－ＴＳ以外の形式編集部１
１２と６３０を、それぞれまとめて、ＭＰＥＧ２－ＴＳ形式編集部７１０およびＭＰＥＧ
２－ＴＳ以外の形式編集部７２０とし、１つのシステム７００でデータの記録および再生
が可能な構成とする。
【００５９】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に係るディジタル放送受信システムの構成図である。
【図２】ＭＰＥＧ２－ＴＳ形式のデータ構成を示す説明図である。
【図３】ＭＰＥＧ２－ＰＳ形式のデータ構成を示す説明図である。
【図４】ＭＰＥＧ２－ＴＳ形式およびＭＰＥＧ２－ＰＳ形式以外のデータ構成例を示す説
明図である。
【図５】本発明の第１実施形態に適用されるデータ形式情報テーブルの構成の１例を示す
説明図である。
【図６】本発明の第２実施形態に係るディジタル放送受信システムの構成図である。
【図７】本発明の第３実施形態に係るディジタル放送受信システムの構成図である。
【符号の説明】
１０　ビデオ・モニタ，スピーカー，テレビなどの再生装置
２０　デジタルＶＴＲなどのＭＰＥＧ２－ＴＳ形式のデータを扱う装置
３０　パソコンなどのＭＰＥＧ２－ＰＳ形式のデータを扱う装置
１００，６００，７００　ディジタル放送受信システム
１０１　番組受信部
１０２　分離化部
１０３　圧縮映像音声データ伸長部
１０４　映像出力部
１０５　音声出力部
１１０　出力形式判定部
１１１，６２０，７１０　ＭＰＥＧ２－ＴＳ形式編集部
１１２，６３０，７２０　ＭＰＥＧ２－ＴＳ以外の形式編集部
２００　ＭＰＥＧ２トランスポートストリーム（ＭＰＥＧ２－ＴＳ）
２１０　ＴＳパケット
２２０　ＴＳヘッダ
２３０　データ領域
３００　ＭＰＥＧ２プログラムストリーム（ＭＰＥＧ２－ＰＳ）
３１０　パック
３２０　終了コード
３３０　パック・ヘッダ
３４０　システム・ヘッダ
３５０　ＰＥＳパケット
４００　ヘッダ
４１０　パケット
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受信した放送番組をＭＰＥＧ２－ＰＳやＭＰＥＧ２－ＴＳ
のように圧縮形式の異なるメディアに記録することができ、またそれらを再生することが
でき、以って、汎用性のある装置を提供できる。



５００　データ形式情報テーブル
６１０　入力形式判定部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(10) JP 3977881 B2 2007.9.19



【 図 ７ 】
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